
猫避妊・去勢手術実施数 ) 0 47 34 25

活動等指標 単位 20年度 21年度 22年度 23年度

評
価
指
標
の
設
定

①猫避妊・去勢手術実施数 実績値 匹 60 94 96

② 実績値

《指標の説明・数値変化の理由 など》

成果指標 単位 20年度 21年度 22年度 23年度

一
次

目標値

実績値

二
次

目標値

実績値

《指標の説明・数値変化の理由 など》

猫のふん尿、鳴き声で困っている。猫が増えて困っている。飼い主のいない猫に餌をあげ

事
業
環
境
等

市民・関連団体等の意見 ているが子猫を生んでしまった。里親を探したい。不妊去勢手術を施してこれ以上増えな

(アンケート結果など) いようにしたいが、手術代金が高くて困っている。等の苦情相談が多く、地域猫対策を検

討することとなった。

飼い主のいない猫の不妊去勢手術助成交付を行っている市は、13市（飼い犬
□ 上

都内26市のサービス水準との比較 ・飼い猫も対象としている。３市）。助成額及び対象者・団体など各市で違
■ 中

(平均値、本市の順位など) いがある。補助の平均額は、オス6,240円メス10,040円
□ 下

代替・類似サービスの有無
□ 有 「NPOねこだすけ」と言う団体が、地域猫対策について相談等を受け付けて

■ 無 いる。

事務事業評価シート(事後評価)
事業コード事務事業名飼い主のいない猫避妊・去勢手術代助成金 所管部課 みどり環境部

08-02-03 環境保全課

施策コード施策名 施策目標

環2-1
環境を大切にするしくみづくりや環境学習の推進を通して、市民・事業者及び行政の環境

環境意識の高揚 意識の高揚をめざします。

事務事業の目的 根拠法令等

事
務
事
業
の
概
要

飼い主のいない猫の不妊又は去勢の手術に要する費用を助成することにより、飼い主のいない猫の数を抑制し、 □法律

市民の快適な生活環境の保持及び動物愛護精神の高揚を図ることを目的とする。 □条例・規則

□政令・省令

■要綱・要領

事業内容・実施方法等／補助の概要：補助団体の概要(団体名・団体の活動内容・補助金の活用内容等)、補助金の概要(国・

都基準の有無・対象者拡大の有無・上乗せ補助額・市単独補助額)等　※該当する予算事業名・節目を明記する

助成対象者は、西東京市内在住・在勤・在学の個人や団体で不妊等手術費用を負担ができ、かつ餌場の清掃、ふん尿の処理等

地域住民の理解を得ることを条件に、オス猫5,000円メス猫10,000円を限度に助成。市内の指定動物病院で手術を受ける。

（予算：4.1.4.1環境衛生事業費（飼い主のいない猫避妊・去勢手術代助成金）

事業開始時期 21 年度 実施形態 □ 直営 □ 委託 ■ 補助 □ その他 ( )

項　目 単位 20年度 21年度 22年度 23年度

事
業
費
デ
｜
タ

事業費(Ａ) 0 400 750 800

財
源
内
訳

国庫支出金・都支出金 0 200 375 400

地方債 千円 0 0 0 0

その他 ( ) 0 0 0 0

一般財源 0 200 375 400

所要人員(Ｂ) 人 0 0.3 0.3 0.2

人件費(Ｃ)=平均給与×(Ｂ) 千円 0 2,424 2,424 1,633

臨時職員賃金等(Ｃ') 千円 0 0 0 0

総コスト(Ｄ)=(Ａ)+(Ｃ)+(Ｃ') 千円 0 2,824 3,174 2,433

単位当たりコスト
千円

(Ｅ)=(Ｄ)/(
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ード施策名 施策目標

環2-1
環境を大切にするしくみづくりや環境学習の推進を通して、市民・事業者及び行政の環境

環境意識の高揚 意識の高揚をめざします。

【一次評価】

○検証項目、評価の判断理由
検証項目 ランク 一次評価

○事業実施上の課題や今後改善すべき点等

事業の優先度
2

 猫に関する問題は、糞尿やいたずらによる被害、捨て猫、無責任なエサやりなど

(緊急性) □拡充 いろいろあるが、これまで良い解決策がなかった。猫による被害を受けている人は

、猫が来ないように自衛策を講ずるしかなく、不幸な猫が増えることに心を痛める事業の
2Ａ 人は、個人で不妊去勢手術を行い、経済的な負担を強いられるという状況が続いて

必要性 ■継続実施 いる。
事業主体の

3
　また、毎年１万匹以上の猫を行政が致死処分し、道路などで飼い主不明の死体と

妥当性 して処理される猫は２万匹を越えている。（東京都内）
□改善・見直し

　このような状況から「飼い主のいない猫」への対応として、こうした猫を不要な直接のサービス
2 ものとして排除するのではなく、地域の問題として捉えた上で、地域の特性や住民

の相手方
の意思を踏まえ、平成21年9月より西東京市獣医師会の協力を得て「西東京市飼い□抜本的見直し

事業内容等の
2

主のいない猫の不妊・去勢手術費の助成制度」を開始している。
Ｂ

適切さ 　市報での啓発や里親探しの場の提供のほか、猫の捕獲や病院への送迎等のボラン

□休止 ティアが少ないので随時募集を行なっている。受益者負担の
2

適切さ

市民ニーズの □廃止
1Ｃ

把握

検証項目の見方　Ａ:事業実施の意義を検証する項目　Ｂ:事業の内容・実施方法を検証する項目　Ｃ:市民ニーズの反映度を検証する項目

【二次評価】

○検証項目、評価の判断理由
検証項目

事

ランク 二次評価
○事業

業

実施上の課題や今後改

コ

善すべき点等

事業の優

ー
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2
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、同事業の円滑な実施


